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ふたを開ける
浴室リモコン

● 詳しい機能については、取扱説明書をご覧ください。

さし水ボタン

おふろのお湯
の温度を下げ
たいときに使
います。

約10Lの水をたします

10L
プラス

たし湯ボタン

おふろのお湯を
増やしたいとき
に使います。

設定温度のお湯を、
約20Lたします

20L
プラス

高温たし湯ボタン

すぐにお湯をあ
たためたいとき
に使います。

約60℃のお湯を、
約30Lたします

30L
プラス

追いだきボタン

お湯をあたため直した
いときに 使います。

お湯の量はそのままです

おふろにお湯をはる

おふろに
栓とふたをして  を押す。

● お湯はりが完了すると自動でおふろの
温度と水位を保ちます。

お湯はりの「温度」と「水位」、お湯は
り完了後の「保温時間」は設定変更で
きます。（初期設定：2時間）

前日の残り湯を沸かし直すときは

残り湯を        を押す。減らしてから

減らす湯量は、ふろ接続アダプター
（循環口）が水面に出ないくらいがめ
やすです。

お湯を抜く

ふろ接続アダプター
（循環口）

1

2

上手に使う
ワンポイント

● すぐにお湯をあたためたいときは、「追いだき」より  が、すばやくあたたまり、省エネにつながります。
● 時間をあけずにおふろに入りましょう。

上手に使うワンポイント
タンクにためるお湯の量は

おまかせ  設定が
おすすめです。
詳しくは最終ページをご覧ください

湯
か
げ
ん
を
調
節
す
る

お湯はりは台所リモコンでも
操作できます。

おふろに入るときは  で 快適

かんたん説明ガイドかんたん説明ガイドかんたん説明ガイドかんたん説明ガイド
エコキュートエコキュート フルオートタイプ

3V011013-1.indd   33V011013-1.indd   3 2010/12/02   09:06:362010/12/02   09:06:36



ふたを開ける
台所リモコン

上手に使う
ワンポイント

 は、お湯がたりなくなりそうなときに必要な量だけ行いましょう。

急な来客で、
たくさんお湯
が必要。

昼間にお湯を
たくさん使ったから、
夜にそなえて
増やしておきたい。

お子様の友だちが遊びにきたときなど、どれぐらいのお湯
が必要か分からないもの。そんなときは、タンクをつねに
満タンにしておくと安心です。

いつもよりお湯を使った場合は、タンクのお湯が少なく
なります。そのときは、夜にそなえて必要な量を沸き増し
しておくと安心です。

▼ ▼

「使えるお湯の量」（めやす）の確認
のしかた

シャワー：約300L

＊ 42℃で使えるお湯の量
が表示されます。

／
／ を押す。

必要な量だけお湯を沸き上げて使うことが、エ

 を押す。

タンクの満タン継続時間を選びます。

満タン［6h］

6時間タンクのお湯を
満タンに保ちます。

6h（6時間）
12h（12時間）
24h（24時間）

から
選べます。

 を押す。

沸き増しするお湯の量を選びます。

最大5段階の沸き増し
湯量を選択できます。 沸き増し［＋2］

お湯が
たりないときは  で 安心

使えるお湯の量

表示例  設定された分の目盛りが点滅します。点滅が点灯に
 変わったら沸き増し完了です。

残湯量2 沸き増し［＋2］を設定 沸き増し完了

沸き増し
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上手に使う
ワンポイント

旅行などで不在になるときは、

 の『停止日数』を設定しましょう。

今日は、もうお湯を
使わないから
昼間の運転を
停止させたい。

みんな早めにおふろがすんだから、もうお湯を使わな
い。そんなときは、昼間の運転を停止させて省エネ
しましょう。

▼

 どれぐらいお湯を使ったか知りたいときは

過去7日間に「使ったお湯の量」を確認することが
できます。

 を押して 使 用
履 歴  を

表示させる。

 を押して 使 用
履 歴  を

選ぶ。

使 用
履 歴

 を押して使用履歴を
確認する。

1日前：約700L
もどる－ ＋

変更

［ー］［＋］を押すごとに、過去に使ったお湯の量
が1日単位で（最大7日前まで）表示されます。

● 1日に使ったお湯の量を42℃に換算し
て表示します。

● 給湯、お湯はり、追いだき、保温に使っ
たお湯の温度と量から算出しています。

● ふろお湯はり…約180L／／回
● シャワー……約80～100L／／人
（1人あたり7～8分使用の場合）

、エコキュートの上手な使いかたです。

 を押す。

昼間の沸き上げを停止して、電気代を節約します。

シャワー：約300L
エコ停止

使えるお湯の量
● 設定を解除したいときは、
「エコ停止」をもう一度押してください。
● エコ停止設定は、夜間時間帯になると自動的に
解除されます。

お湯が
あまるときは  で 省エネ

使用量のめやす ふたを開ける
台所リモコン
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 を押して
湯量設定を選ぶ。

たっぷりおまかせ 少なめ

湯量設定の変更のしかた

 を押す。

たっぷり 少なめおまかせ

台所リモコン

設
定
を
選
ぶ

設
定
の
変
更
の
し
か
た

ふたを開ける

湯量設定 特長

おまかせ
（初期設定）

● 日々の使用量を学習して、適切な湯量を沸き上げます。

● 使用量が少ないときは、朝になってもタンクを満タンにせず、リモコンに
 「ひかえめ」の表示がでます。 

ひかえめ
おまかせ

たっぷり ● おまかせ  に比べて多めのお湯を沸き上げます。

少なめ ● 日々の使用量を学習して、夜間のみ沸き上げを行います。

● 使い始めは、リモコンに「初期学習中」を表示します。（１週間程度）
 使用量が極端に少ない日は学習しません。
● 使い始めでなくても、停電している時間や電源を「OFF」にしている時間が12時間以上の場合は、再び
「初期学習中」を表示することがあります。
● 「おまかせ」、「たっぷり」設定のときに、「初期学習中」が表示されている場合は、タンクのお湯が減ると昼間でも
満タンまで沸き上げます。

「おまかせ」設定にしていても、朝になると
残湯量表示が  になっているのですが…。

「おまかせ」設定でリモコンに「ひかえめ」と表示されている場合は、
使用量が少ないのでタンクを満タンにしません。

設定が「おまかせ」で、残湯量表示が
 になっているのですが…。

家族でお湯を使い終わったあとに  または  になっていれば、
上手な使いかたです。

お湯を使っていないのに、残湯量表示が
減るのですが…。  → 

● お湯を使用しない場合でも、タンクからの放熱によって残湯量表示
が減ることがあります。

● 追いだき運転や保温運転は、タンクのお湯の熱を利用します。
 お湯を使ったときと同じように、表示が減ることがあります。

こんなときは？ 故障ではありません

上手に使う
ワンポイント

おまかせ  設定をおすすめします。
必要な量のお湯をタンクにためて、上手に使い切ることが『省エネ』のポイントです。

おまかせ  （初期設定）なら、日々の使用量を学習して適切な湯量の沸き上げを行う
ため『省エネ』になります。

おまかせ  でお湯がたりなくなる場合は、 たっぷり  に変更してください。
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